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地域の未来と市町村合併 
四日市大学総合政策学部 稲沢克祐 

 
Ⅰ なぜ、今、市町村合併なのか－「今」の課題 
 
(１) 地方分権 
・ 民間でできることは民間で 
・ できる限り、人々に近いところでサービスを 
・ 個人でできることは個人で、できなければ家族で、できなければ近隣で 
できなければ市町村で、できなければ府県で、・・道州・・国・・国家連合 

 ⇒市町村に求められるサービスの拡大〔介護保険・ゴミ問題・・・〕 
 ⇒専門の職員の必要性 ＋ 合理化と効率化 
 
（２）財政危機 
① 国：平成 15年度予算             

年収 418万円の人が 
368万円借金して 
818万円の生活を送っている 

② 日本の役所：ヒト・モノ・カネの３つの脅威 
ヒト：団塊の世代の退職金 
モノ：老朽庁舎の大規模修繕 
カネ：地方債(借金)の返済がピーク 

③ 少子高齢化・人口の減少〔税金を払う人の減少・仕事は減らない〕 
 
（３）生活の変化 
明治の大合併〔徒歩〕→ 昭和の大合併〔自転車〕→ 平成の大合併〔自動車〕 
      〔手紙〕        〔電 話〕        〔メール〕 

 昭和３０年代〔量〕を満たす 
   今   〔質〕を満たす 
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Ⅱ 市町村合併で乗り切る「今」の課題 
 
（１） 地方分権 
・ 市町村合併で、「自己決定できる」内容を拡大 
政    令    指   定   都   市 県 ・ 国  
中      核      市     県 ・ 国     
特    例    市       県  ・ 国      
一   般   市       県  ・  国       
町   村         県  ・   国        

 
 
・ 一部事務組合ではなく市町村合併＝住民によるチェックが容易 
市   町   民   市      民 
↓    ↓     ↓     ↓ 
市町長 議 会    市 長   議 会 
↓    ↓ 
一部事務組合 

 
（２） 財政危機 
・ 自治体の最適規模【３０万人前後】 
→ 合理化・効率化 
Ａ市  Ｂ市  Ｃ町  Ｄ町  Ｅ町 
サービス管理 サービス管理 サービス管理 サービス管理 サービス管理  
 ↓    ↓       ↓       ↓       ↓ 
 【  合    併  】 
 Ｆ市  
サ  ー  ビ ス 管  理 省ける無駄   
→ わがまちの整備に使えるお金の拡大 
  職員の専門性 
→ 企業の集中 
 
（３） 生活の変化 
 日常生活の拡大に合った規模の自治体 
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Ⅲ 国の合併支援など 
（１） 市町村合併支援プラン 
【主なもの】 
 財政支援の主なもの 
① 国庫補助金による支援 
② 地方交付税による支援 
③ 地方債の特例のよる支援 
④ その他事業による支援 
・ 市町村合併支援道路整備事業 
合併市町村の一体化を促進するため道路・街路整備事業の優先採択・重点投資 
・ 農業集落排水施設等の整備の促進 
旧市町村間での汚水処理施設整備水準の均一化を図るための予算の重点配分 
・ むらづくり維新 森林・山村・都市共生事業 
合併市町村の一体化を促進するための森林・自然環境を活かした施設整備等 

 
ポイント：平成１７年３月に合併決定をしたところまで。その後はなし。 

 
（２） 地域審議会の設置 
合併前の旧市町村単位とし、首長の諮問に答えたり首長に意見を述べたりする 
新市の付属機関 
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